
外洋レース愛好者各位 

 梅雨明けとともに今年も当海域のザ・レース「親潮北上外洋ヨットレース」の季節がや

ってきました。広い洋上を疾走、島と半島をかわした後は一転、雄大なリアス海岸を北

上。変化する気象に適応し、耐え抜いた勇者たちにのみ与えられる充足感。東北の夏

のヨットシーンに輝いた本レースは皆様の情熱に支えられて今年はついに４１回を迎

えます。 

 今年の特別企画として、カレンダー用の写真撮影に、新企画、「牡鹿コバルトライン

展望台からの撮影」を予定しております．例年変化が多く、艇がひしめき合う網地島か

ら黒崎、金華水道。ここを一望におさめる展望台から、あたかも航空写真のような迫力

の映像も期待できます． 

 昨年同様、これから参加したいが、見知らぬ海域の夜間航行はちょっと・・・という

方々のために、「明日の冒険者クラス」を設けました。牡鹿半島黒崎までの帆走時間を

レース委員に申告していただき、後は気仙沼まで機帆走で可というもので、明るいうち

にコースを体験できます。皆様のご参加をお待ちしております。 

 

 遠来の参加艇にお知らせします．８月８日は、七ヶ浜町小浜ヨットハーバーのゲスト

バースおよび無線局の建物を無料でお使いいただけます． 

 また、例年気仙沼市ならびに大島汽船株式会社にはゴール後の泊地について格別

のご配慮を頂いております．三陸のほたるかご気仙沼の風物、海の幸を存分にお楽し

みください． 

宮城外洋帆走協会レース委員会 



 

第４０回親潮北上外洋ヨットレース実施要項（案） 

主催 （社）宮城外洋帆走協会（MORC） 

共催 （株）セイルヨット 

後援  気仙沼市 

主管 （社）宮城外洋帆走協会レース委員会 

開催日程 ２００８年８月８日（金） １８：３０艇長会議 

（小浜 MORC 事務所 七ヶ浜町花渕浜字古館３０） 

   ８月９日（土） ９：００a.m.全艇スタート 

洞掛浮標付近（東経 141°10‘北緯 38°18’） 

   ８月１０日（日） １０：００a.m.タイムリミット 

     １２：００表彰式およびパーティ 

ホテル望洋 

郵便番号９８８−００１３気仙沼市魚町３丁目１−２５ 

電話０２２６−２２−４５００ 

FAX：０２２６−２２−４５０５ 

http://www.hotel-boyo.com/

適用規則 セーリング競技規則 2005-2008、海上衝突予防法、帆走指示書およ

び MORC レース委員会公示 

参加資格 

 １ 参加艇は有効な船検証を有し、外洋航行に耐えうる帆船であること 

 ２ 乗員のうち、少なくも１名は小型船舶操縦士の免許を有すること 

 ３ 指定された安全備品を搭載していること 

４ 参加艇は、対人・対物賠償保険に加入していること 

５ 上記１〜４を満たし、かつレース委員会が参加を認めた艇である   こと 

参加料 参加艇は以下の参加料を艇長会議までに支払わなければならない。 

 艇参加料 艇 １２０００円 

 乗員参加料   ３０００円（含 パーティ費用） 

 表彰式パーティのみ参加の方は８月１０日（日）３０００円徴収する。 

船舶検査証書（写し）提出 ２００８年８月８日（金）艇長会議時  

乗員の変更 乗員に変更がある場合には２００８年８月８日１９時までにレース委員

会に申告しなければならない。申し出があった乗員について参加料を別途徴収また

http://www.hotel-boyo.com/


は返却する。これ以降は乗員が少なくなっても参加料の返却は行わない。 

請求権の否認 本実施団体は、レースに参加したことにより生じた陸上または海上で

の、人および物に対するいかなる損失、損害、負傷および不都合などに対して一切の

責任を負わない。 

 



 

帆走指示書 

１．適用規則 

 本レースは，国際ヨット競技規則（２００5～２００8 年版）（ＲＲＳ）実施要項，本帆走指示書を適用

する。 

２．競技者への通告 

 艇長会議後の本帆走指示書の変更は海上の掲示板に掲示することにより行う。 

３．レースエリア 

  花渕港沖から気仙沼港までの海域とし，スタートとフィニッシュ以外の航路は規定しない。 

４．スタート 

 ４．１ スタート 

洞掛浮標付近にて，本部艇のオレンジ旗を掲げたポールと洞掛浮標の間とし，本部艇を右舷

に見てスタートを行う。 

 ４．２ スタートラインの閉鎖 

   スタート信号後，３０分を経過した後はスタートしてはならない。 

 ４．３ スタート信号 

   ５分前（予告信号）  ＭＯＲＣ旗掲揚  短音１声 

   ４分前（準備信号）      Ｐ旗掲揚   短音１声 

   1 分前             P 旗降下  長音 1 声 

スタート           Ｍ０ＲＣ旗降下 短音１声 

 ４．４ エンジンの使用 

    エンジンの使用は，予告信号までとする。 



５．リコール 

  ５．１ リコール 

 リコール艇があった場合はＲＲＳ ２９．２に従い，Ｘ旗を掲揚し音響 1 声を発する。またＸ旗はす

べてのリコール艇がスタートラインに復帰するか，スタート信号後４分のいずれか早い方で降下

する。 

  ５．２ ゼネラルリコール 

 ゼネラルリコールとなった場合には，ＲＲＳ ２９．３に従い第一代表旗を揚げ，音響２声を発す

る。新たなスタートの準備信号は第一代表旗降下１分後に発せられる。 

６．フィニッシュ 

 6.1 フィニッシュラインは大島南燈台と岩井埼燈台を結ぶ線とする。各艇は本帆走指示書１６．２を

遵守する義務を有する。 

6.2「明日の冒険者」クラスに出場する艇は、フィニッシュラインを牡鹿半島黒埼灯台と金華山南端

（東の埼）との見通し線とし、これを艇体の一部が通過した時刻をレース委員会に申告することとす

る。 

７．レーティング 

ＭＯＲＣ TCF レーティングを採用する。参加艇のレーティングはスターと前までにレース委員会

の権限で決定する。 

８．タイムリミット 

  タイムリミットは２００８年８月１０日（日） ９：００とする。 

９．リタイア 

 リタイアするヨットは速やかにレース委員会に報告しなければならない。 

１０．順位 



 修正順位はＭＯＲＣ TCF レーティングによリレース委員会が算出する。ＲＲＳ付則Ａ２の低得点

方式を採用する。 

１１．失格に変わる罰則 

７２０度ルールを採用する。 

１２．抗議 

  １２．１ 抗議はＲＲＳ ６０，６１により行われる。 

  １２．２ 抗議の意思を示すヨットはＲＲＳ ６１．１に基づく。抗議旗はバックステーに２００×３００

ｍｍ以上のＢ旗または赤旗を揚げなければならない。その高さは旗の下端がデッキから１，５００ｍ

ｍ以上とする。 

  １２．３ 抗議手数料は１０，０００円とし，抗議が成立した場合はこれを返却する。 

  １２．４ 抗議の締切りは最終艇フィニッシュ後３０分以内とする。 

  １２．５ 抗議書は，ＲＲＳ指定様式に各自記入の上，手数料と共にレース委員会に提出しなけ

ればならない。 

１２．６ 裁定の権限の一切は本大会レース委員会が持つものとする。本レースの裁定は，これ

をもって最終とする。 

１３．支援艇および観覧艇 

  レース中は，レースに影響するであろう海況等の情報入手等のための，支援艇やこれに類する

団体・人との交信を一切認めない。また，観覧艇・伴走艇・本部艇は全て障害物と見なすものとす

る。 

１４．出艇及び帰着 

出艇申告はスタート海面にて行う。各艇長は，艇名と乗員数を，本部艇に口頭またはその他の手

段で通告するものとする。またフィニッシュをもって帰着申告とする。 



１５．通信 

 参加艇はマリンVHFおよび携帯電話を搭載すること。 

  １６．参加艇の義務 

      １６．１ 参加艇はレース中，レース本部と以下の時刻に交信し，自艇位置を報告する義務を有す

る。 

             ８月 ９日（土）  １６：００ １９：００ ２２：００  

             ８月 １０日（日）  １：００  ４：００  ７：００  9:００ 

      １６．２ レース艇はフィニッシュ予定３０分前にレース本部に連絡する義務を有する。 

  １６．３ 参加艇はレース終了後速やかに，別紙様式にて航跡記録をレース委員会に提出しなけ

ればならない。ただし、レース委員会の与える GPS（global positioning system）を搭載する艇はこの

限りでない。 

１７．賞 

  総合後勝（修正１位）  サントリー裕次郎杯・戸田杯，総合２位，総合３位，ファーストホーム賞 

気仙沼市長杯，B クラス１位，その他 

  ＊ファーストホーム賞は，所要時間にかかわらず，最初にフィニッシュした艇に与えられる。 

１８．帆走指示書は，８月８日（金） １９：３０に確定する。 

 

 


